
昨年１１月７日資源エネルギー庁でタスクフォース 

再エネ出力制御の今後の抑制策を検討 
 昨年 11 月 7 日資源エネルギー庁は「再エネ出力制御の抑制策」をテーマにタスクフォース(特

定の課題推進のための会議)を開催しました。資源エネルギー庁はその会議で、2023 年「再エネ

の出力制御が予想以上に拡大した」との事実認識を共有し、何らかの「対策を来年度から実施す

る」としています。その候補に挙げられた対策を紹介します。 

昼間の電力料金を値下げする新しい料金体系の創出 

太陽光発電が活躍する昼間の電気料金を安くして、新しい需要を生み出そうという提案が第 1

です。これは既に中国電力が実施していることで、これを全国に拡大しようという提案です。 

家庭用蓄電池・ヒートポンプ給湯器の活用・電炉や水素の活用 

第 2 の提案は家庭用蓄電池の導入推進と、ヒートポンプ給油器の昼作動の提案です。第 3 は

電炉(製鉄)の増加や水分解による水素作りなど、産業分野の需要拡大です。ヒートポンプの活用

は既に北陸電力が実施しています。きらきら発電でも読者に昼沸かすことをお勧めしています。 

石炭火力発電の制御量の拡大・地域連係線の増強 

 これまで 5 割カットだった石炭火力を７割カットに拡大する方針も提起しています。しかし

７割カットは２０２２年より実施されている数字なので、さらにカットする目標を引き上げる

必要があります。「地域連係線のさらなる増強」も対策の一つに挙げています。 

 

水戸部家にお孫さん誕生 

 昨年暮れ、きらきら発電の理事長

水戸部先生に２人目のお孫さんがで

きました。旭君です。年末お孫さん

に会いに行った先生に、お二人の手

の写真をリクエストしました。将来

が楽しみですね。 
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